
鴨川の植物調査と生物調査について

【お問合せ先】
京都府 河川課計画係 075-414-5291

京都土木事務所河川砂防課 075-701-0103



 調査の場所と内容
 植物調査と川底の生物（底生生物）調査

1調査位置図

＜調査時期＞
H21年度～R2年度の
工事・出水の前後で実施

位置図



シダ植物 5％ 裸子植物 1％

 植物調査の結果
• すべての調査時期・調査地区において、確認された

植物種は、46目113科640種であった。

• 約７割が双子葉植物であった。

• シダ植物や裸子植物は、ほとんど確認されなかった。
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単子葉植物
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 代表的な地区における河床掘削後の植物相の変化

3

植物の断面模式図

周辺の状況 （調査地区Ｅ）

Ｒ１年調査（調査地区Ｅ）

▶ 掘削後、確認種数に増加傾向が見られた。

調査地区Ｅにおける確認種数の経年変化



 鴨川の植物調査で確認された代表的な植物群落
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撮影日
令和元年9月10日
調査地点Ｅ

シバ群落

撮影日
令和元年9月10日
調査地点Ｋ

撮影日
令和元年9月10日
調査地点Ｋ

撮影日
令和元年9月11日
調査地点Ｃ

撮影日
令和元年9月10日
調査地点Ｋ

撮影日
令和元年9月12日
調査地点Ｄ

メヒシバーエノコログサ
群落

メリケンカルカヤ群落

キシュウスズメノヒエ
群落

オオイヌタデ－オオクサ
キビ群落

セイバンモロコシ群落



 鴨川で確認された外来種（植物）
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カゲロウ目
14％

トビケラ目
14％

トンボ目
10％

コウチュウ目
9％

カメムシ目
6％

カワゲラ目
5％

昆虫綱のその他

1％

ハエ目
22％

 底生生物調査の結果

• すべての調査時期・調査地区において
確認された底生生物種は、8綱24目105
科319種であった。

• 8割が昆虫綱であり、ハエ目が22％（71
種）、カゲロウ目が14％（46種）、トビケラ
目が14％（43種）、トンボ目が10％（32
種）と多かった。

• カゲロウ目やトビケラ目、ハエ目の種数
が多いことは、一般的な河川でみられる
傾向。
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経年の分類群別種数

昆虫綱

ミミズ綱
6％

腹足綱
5％

その他の綱
8％
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 代表的な地区における河床掘削後の底生生物の変化
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▶ H23～H26年度は大規模出水の影響により種数は減少傾向であった。

▶ 種数の増減は、掘削のみの影響ではなく出水等の他の要因も考えられる。

周辺の状況（調査地区Ｅ）

調査地区Ｅにおける確認種数の経年変化



 鴨川で確認された外来種（底生生物）
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